
 

 

 

大津市における歴史的風土について 

 

①比叡山を中心とした区域（日
ひ

吉
よし

大
たい

社
しゃ

、比
ひ

叡
えい

山
ざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

、周辺の樹林地、坂
さか

本
もと

伝建地区を含む地域） 

《保存の主体》 比叡山延暦寺と一体となり、また日吉大社、坂本伝統的建造物群保存地

区、西教寺と一体となって歴史的風土を形成する比叡山の樹林地 

《地区の位置付け》 世界文化遺産である延暦寺と一体となった樹林地であるとともに、学術

的にも貴重な自然環境を有する。 

《主な視点場》 なぎさ公園、日吉大社に通ずる道路（坂本） 

 

 

②大津京遺跡後背地を中心とする区域（近江
おうみ

大津宮
おおつのみや

錦織
にしごり

遺跡
いせ き

の背後地、崇
すう

福
ふく

寺
じ

跡
あと

を含む地域） 

《保存の主体》 かつて近江大津京の京域があったとされる市街地（近江大津宮錦織遺跡、

南
みなみ

滋
し

賀
が

町
ちょう

廃
はい

寺
じ

跡
あと

、穴太
あ の う

廃
はい

寺
じ

跡
あと

を含む）、山腹部の崇
すう

福
ふく

寺
じ

跡
あと

と一体となっ

て歴史的風土を形成する壷
つぼ

笠
がさ

山
やま

～宇佐山
う さ や ま

～千石岳
せんごくだけ

にかけての一連の樹

林地 

《地区の位置付け》 大津京の背後の山並みであり、関連する遺跡・史跡と一体となって歴史

的景観を形成する。 

《主な視点場》 なぎさ公園、園城寺観音堂、比叡山ドライブウェイ展望台 

 

 

③三
み

井
い

寺
でら

（園
おん

城
じょう

寺
じ

）を中心とした区域（園城寺、周辺の樹林地を含む地域） 

《保存の主体》 山麓部の園城寺と一体となって歴史的風土を形成する長等山
ながらやま

の樹林地 

《地区の位置付け》 大津京に関連する遺跡と一体となって歴史的景観を形成するとともに、

園城寺と長等山の樹林が一体となった景観は「三井
み い

の晩鐘
ばんしょう

」として近

江八景と位置付けられている。 

《主な視点場》 柳
やな

が崎
ざき

、疏水
そ す い

付近 

 

 

④石
いし

山
やま

寺
でら

・瀬
せ

田
た

川
がわ

を中心とした区域（石山寺
いしやまでら

、背後の樹林地、瀬
せ

田
た

川
がわ

を含む地域） 

《保存の主体》 大津の代表的な景観の一つである瀬田川東岸（唐橋付近～石山寺対岸）

から南西方向を望む景観を形成し、石山寺と一体となって歴史的風土を

形成する伽藍山
がらんやま

の樹林地及びその前面の瀬田川 

《地区の位置付け》 石山寺及び瀬田川の水面と一体となって歴史的景観を形成するととも

に、石山寺と伽藍山
がらんやま

が一体となった景観は「石山
いしやま

の秋月
しゅうげつ

」として近江
お う み

八景
はっけい

と位置付けられている。 

《主な視点場》 唐橋公園、瀬田川東岸（石山寺対岸付近） 
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